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Maps for clinic 「SELF」FF1 ファイル作成までの操作手順

１．FF1 ファイル作成対象月の社保、国保のレセプトの枝番処理をする。

Maps for clinic では下記のようにカルテ番号に区切り記号（＊アスタリスク）があります。

※「カルテ番号成型ツール」（https://cypher.ne.jp/ReID_install3.zip）を用いて、登録済みのレセプトおよび今

後登録するレセプトを修正してください。ツールの ZIP ファイルを展開して頂くと、利用法が記載されたテキス

トファイルが入っています。

２．除去する枝番記号：記号（ ― ）ハイフンを（ ＊ ）アスタリスクに変更する。

３．枝番処理した対象月の社保、国保のレセプトを登録する。

４．島津対応ファイル「外来様式１（外来データ提出加算）_対象患者一覧_YYYYMM.csv」の作成

1）Maps for clinic の「管理統計」から「外来データ提出用集計」を選択
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2）検索条件で「対象期間」および「検索対象」を選択、

①「対象期間」を設定、「検索対象」を選択

② 「医師・診療科紐づけ設定」ボタンを選ぶ

③ 医師の所属する診療科を設定
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④ 「選択した条件で検索する」ボタンで患者が下段に表示され、「ファイル作成」ボタンへ

⑤ 「外来様式１（外来データ提出加算）_対象患者一覧_YYYYMM.csv」（YYYY は西暦、MM は月）の出力先フォル

ダが表示されます。

3）「外来様式１（外来データ提出加算）_対象患者一覧_YYYYMM.csv」を修正

①「外来様式１（外来データ提出加算）_対象患者一覧_YYYYMM.csv」を立ち上げます。（YYYY は西暦、MM は月）

②A列（No）を削除します。

③データ識別番号が 5で始まる 10桁であることを確認。

④上書き保存します。
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⑤完了。

⑥ファイル名は「外来様式１（外来データ提出加算）_対象患者一覧_YYYYMM.csv」のままで、DPCEFGList.csv に

変更する必要なし。

５．SELF の外来様式１作成支援画面の［データ識別番号］をクリックする。

６．データ識別番号画面が表示される。①島津対応ファイル（DPCEFGList.csv）：の［ファイル選択］をクリックし、

「外来様式１（外来データ提出加算）_対象患者一覧_YYYYMM.csv」を選択し、 ②［対応］をクリックする。

毎月、［データ識別番号］で島津対応ファイルに対応させる。
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７．６．の処理が終わると、カルテ番号に対応したデータ識別番号が追加される。［閉じる］をクリックしてデータ

識別番号画面を閉じる。

８．［外来診療対象患者リスト画面を開く］をクリックすると、生活習慣病を主病とする対象患者リストが表示され

る。データ識別番号の列にカルテ番号に対応するデータ識別番号が追加されていることを確認する。

９．データ識別番号が空欄の患者（生活保護等の公費の患者）は FF1 作成を行うとワーニングエラーを起こすので、

FF1 作成は行わず、「未」のままとする。

10．データ識別番号が空欄の場合、入力画面でデータ識別番号は表示されない。 誤って作成した場合には［FF1 削

除］をクリックして「未」に戻す。

11．データ識別番号がはいっている患者について FF1 作成、保存を行い、空欄の患者は「未」の状態であることを確

認したら、診療月の選択画面に戻り、作成した診療分の［当月の提出用 FF1 ファイルを生成する］をクリックす

る。

（補足）対象病名に「高コレステロール血症」を追記追加

Maps for Clinic では外来データ提出加算の対象病名に「高コレステロール血症」が含まれていない場合がありま

す。その場合は、下記の要領で対象病名に追加してください。

「外来データ提出用集計」

→外来データ提出加算に☑ → 検索条件設定を選択
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→ 傷病名 →詳細設定

→ 「タブ追加」

→追加タブ ※「追加タブ」を右クリックでタブ名の名称変更可能



7

→ 「対象」から傷病名に「高コレステロール血症」を追加

→ 傷病名に「高コレステロール血症」を追加すると ICD10 とマスタコードが登録される


